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22 ＭＯＲＩＹＡフォトニュース
24 みんなのひろば

内 容

みんな元気！ 笑顔あふれる楽しい一日
秋晴れの空の下、市役所中庭で「第6回健康ふくしまつ

り」が開催されました（11月12日）。
会場では、市内の保健・福祉団体による展示や模擬店、

車いすや目隠し歩行などの体験コーナーのほか、和太鼓
演奏など華やかなステージも行われ、笑顔あふれる一日
となりました。
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行
政
評
価
と
は
、
市
の
す
べ
て
の
活
動

を
、
目
標
と
す
る
将
来
像
「
夢
と
希
望
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
実
現
の
た
め
の
手
段
と

し
て
と
ら
え
、
そ
の
目
的
や
手
段
、
成
果

に
つ
い
て
の
実
績
を
評
価
し（
Ｓ
Ｅ
Ｅ
）、

洗
い
出
さ
れ
た
課
題
や
問
題
点
を
解
決
す

る
た
め
の
計
画
を
立
て（
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）、
そ

れ
を
実
行
す
る（
Ｄ
Ｏ
）と
い
う
流
れ
を
作

り
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す（
下
図
参
照
）。

行
政
評
価
で
は
、
内
部
で
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
・

Ｄ
Ｏ
・
Ｓ
Ｅ
Ｅ
の
流
れ
を
実
践
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
内
容
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
、

ご
意
見
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
政
の
透
明
性
の
向
上
と
い
う
意
味
だ
け

で
な
く
、
ま
ず
は
皆
さ
ん
に
、
市
の
仕
事

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機
会

を
提
供
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
流
れ
を
毎
年
繰
り
返
す
こ

■
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
…

と
に
よ
り
、
効
果
的
・
効
率
的
で
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
市
民
自
ら
が
市
の
仕

事
を
理
解
し
、
行
動
す
る
と
い
う
、
市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る「
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
で
評
価
す
る
の
は
、
目
標
と
す
る
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
施

策
と
、
そ
の
施
策
を
達
成
す
る
具
体
的
手

段
で
あ
る
事
務
事
業
の
２
種
類
で
す
。

昨
年
度
ま
で
は
、
平
成
13
年
度
策
定
の

「
守
谷
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
」（
計

画
年
度
14
〜
18
年
度
）で
示
さ
れ
た
施
策

45
の
う
ち
、
43
施
策
に
つ
い
て
の
評
価
と

次
年
度
計
画
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
今
年
は
前
期
計
画
年
度
の
最
終

年
度
に
当
た
り
、
現
在「
後
期
基
本
計
画
」

（
計
画
年
度
19
〜
23
年
度
）を
策
定
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
市
の
課
題
を
新
た
に
と
ら

■
今
年
は
施
策
の
転
換
期
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●問合先　市役所企画課企画・政策推進G 内線331～333

市
で
は
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
政
運
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
の
仕
事
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
、「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」を
導

入
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
今
年
度
の
施
策
評
価
結
果（
19
年
度
の
施
策
方

向
性
）の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
事
務
事
業
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
号

（
広
報
も
り
や
１
月
10
日
号
）で
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

【守谷市の政策体系】 【守谷市行政評価システムの流れ】

将来像
「夢と希望に
あふれるまち」

政策
（施策の大綱）

施策
（将来像を実現するための手段）

事務事業
（施策を達成するための具体的手段）

庁議（最終決定）
全庁政策評価会議結果を次年度経営方針として決定

全庁政策評価会議
市長・助役・教育長・部長などで、施策の2次評価結果
を基に、次年度の施策ごとの方向性や取組方針を全
庁的に検討します

施策評価（2次評価）
市長ほか特別職・部長などが成果水
準から見た貢献度、重点課題から見
た優先度について評価します

施策企画会議

全庁政策評価会
議の結果（経営方
針）を受け、施策
の主管課長と関
係課長とで、最終
的な事務事業の
優先度評価を行
い、次年度の方向
性を決定します
（次年度の予算編
成にも反映され
ます）

施策評価（1次評価）
施策の主管課長と関係課長で、
成果水準や今後の課題などにつ
いて検討します

事務事業評価（2次評価）
1次評価結果を受け、担当課長が
全庁的な視点で評価します

事務事業評価（1次評価）
担当係長が中心となり、事業の成果や施策
への貢献度について評価、改革改善につい
て検討します

事務事業の執行

ＤＯ（実施）

Ｓ
Ｅ
Ｅ（
評
価
）

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ（
企
画
）

施
策
の
評
価
結
果
概
要
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
行
政
評
価
結
果
の
お
知
ら
せ（
そ
の
１
）
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え
直
し
た
結
果
、
次
年
度
以
降
の
施
策
は

31
本
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
今
年
度
は
、
前
期
基
本
計
画

の
43
施
策
と
、
後
期
基
本
計
画
の
31
施
策

に
つ
い
て
の
次
年
度
計
画
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
評
価
に
は
、
１
次
評
価
と
２
次
評

価
の
段
階
が
あ
り
ま
す（
２
頁
下
図
参
照
）。

施
策
の
２
次
評
価
は
、
市
の
ト
ッ
プ
層

に
よ
る
全
庁
的
な
判
断
が
下
さ
れ
る
場
で

あ
り
、
次
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
と
直

結
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
全
施
策
の
現
状
水
準
を
確

認
し
、
行
政
運
営
に
係
る
課
題（
全
庁
重
点

課
題
）を
設
定
し
て
、
次
年
度
重
点
的
に
進

め
る
施
策（
重
点
施
策
）を
決
定
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
施
策
ご
と
の
方
向
性（
成
果
・

コ
ス
ト
）と
取
組
方
針
を
決
定（
下
表
参
照
）

し
、
市
の「
経
営
方
針
」と
し
て
ま
と
め
ま
す
。

こ
の
経
営
方
針
に
基
づ
い
て
、
次
年
度
の

施
策
や
事
務
事
業
が
実
行
さ
れ
る
ほ
か
、

予
算
配
分
に
も
生
か
さ
れ
ま
す
。（
経
営
方

針
は
、
公
共
施
設
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
）。

①
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
ま
ち

づ
く
り

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
で
健
や
か
に
、

の
び
の
び
と
育
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を

■
全
庁
重
点
課
題（
①
〜
③
）と

■
重
点
施
策

■
評
価
結
果
は
ま
ち
づ
く
り
に

■
生
か
さ
れ
る

目
指
し
て
、
子
育
て
支
援
・
教
育
を
重
視

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

【
重
点
施
策
】

●

の
び
の
び
育
ち
い
き
い
き
子
育
て
支
援

の
充
実

●

個
性
と
創
造
性
を
育
む
子
ど
も
た
ち
の

育
成

●

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

●

い
き
が
い
と
喜
び
が
あ
る
生
涯
学
習
の

推
進

②
市
民
と
あ
ゆ
む
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
が
誇
り
を
も
っ
て
、
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
認
識
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

【
重
点
施
策
】

●

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●

地
域
で
支
え
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

●

み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災
対
策
の
推
進

●

市
民
生
活
を
守
る
身
近
な
安
全
対
策
の

充
実

③
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
活い

か
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
訪
れ
た
く
な
る
、
住
み
た
く
な
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
も
り
や
の
顔
と
な
る

守
谷
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
並
み
形
成
を
図

る
と
と
も
に
、
緑
の
保
全
や
景
観
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

【
重
点
施
策
】

●

秩
序
あ
る
市
街
地
の
形
成

●

美
し
い
都
市
景
観
の
形
成

●

や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
を
感
じ
る
水
と

緑
の
保
全
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●平成18年度行政評価結果のお知らせ（その1）

平成19年度の施策の方向性と取組方針

のびのび育ち　いきいき
子育て　支援の充実

施策名

いきいきと暮らせる高齢
者福祉の推進
ともに歩む障害者福祉の
充実
健やかに暮らせる健康づ
くりの推進

生きがいをもって元気に暮らしてい
る高齢者の割合　　　　　　　　（％）

こどもにやさしいまちだと思ってい
る中高生の割合　　　　　　　　（％）

保育所の待機児童　　　　　　　（人）

成果指標

121

成果の実績値

16年度

未調査

未調査

未調査

32.0

2,498,388
1,970,342

1.60

90

43

828

25.93

▲

■

■

▲

■

■

■

方向性

▲

■

■

■

■

■

▼

コスト成果17年度

77.0

140

75.2

42.8

32.0

2,698,102
2,011,156

1.80

92

4

850

24.36

安心して暮らせると感じている障害
者の割合　　　　　　　　　　　（％）

市基本健康診査受診率　　　　　（％）

医療費費用額(一般+退職）
 　　〃　　　（老人）　　　　　（千円）

保護率（人口千人当たり）　　　　（‰）

市街化区域内未利用地の雑草除去率（％）

公害苦情件数（公害７項目）　　　（件）

1人1日当たりのごみの排出量　　（ｇ）
 
資源化(リサイクル）率　　　　　（％）

暮らしを支える社会保障
の運営

良好な生活環境の保全

みんなで進める廃棄物の
抑制と適切な処理

・保育所の待機児童解消を図る
・（仮）南守谷児童センターの建設

成果の方向性：▲（成果向上を目指す）■（成果維持を目指す）
コストの方向性：▲（増加）、■（維持）、▼（削減）
※成果指標、取組方針が複数ある施策は、抜粋して掲載しています   
※色字の施策は、全庁重点課題に直結する重点施策です

取組方針

・元気な高齢者を増やす取組みを行う
・予防策を充実し、介護費用の削減を図る
・障害者の自立への支援を行う
・常総広域障害者施設の開設
・乳幼児から高齢者までの健康づくりを推進する
・疾病の早期発見に努める

・医療費の抑制を図り、国民健康保険財政の健全
 運営に努める

・市民との協働による環境美化を推進する

・ごみの減量化を推進する
・常総環境センター更新事業を促進する

15.0

15／18
▲ ▼

14.48

16／18

1人当たりの公園面積　　　　　（㎡）

河川水質調査の環境基準適合箇所数（箇所）

やすらぎとうるおいを感
じる水と緑の保全

・市民との協働による公園緑地の維持管理を拡大
する
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18年度に行った評価結果の詳しい内容は、市ホームページでご覧いただけるほか、
今月中に、市内各公共施設の窓口に閲覧用資料を配備します。

結果公表だけで行政評価は終わりません。より多くの皆さんに評価結果を見ていただき、市の仕事に
ついて考え、意見を述べ、活動する機会につなげていきたいと思っています。
皆さんからのご意見をお待ちしています。
●市ホームページ http://www.city.moriya.ibaraki.jp
●閲覧予定施設 市役所総合窓口課・企画課、中央図書館、中央・郷州・高野・北守谷の各公民館、

仲町行政サービスセンター、文化会館

■評価結果の公開
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環境に配慮したライフス
タイルの実践
みんなで取り組む防災対
策の推進

市民生活を守る身近な
安全対策の充実
個性と創造性を育む
子どもたちの育成
いきがいと喜びがある
生涯学習の推進
視野を広げる国際交流の
推進

互いに認め合う人権の
尊重

有効な土地利用の推進

秩序ある市街地の形成

美しい都市景観の形成

安全で快適な道路網・交通
体系の整備

効率的な上下水道の経営

魅力ある農業の支援と農
地の有効活用

活力ある商工業の支援

特色ある集客資源の発信

協働によるまちづくりの
推進

地域で支え合うコミュニ
ティの充実
親切で便利な窓口サービ
スの充実
計画的かつ効率的な行政
運営の推進

健全な財政運営の推進

柔軟な組織運営と人材育
成の推進

頼れる消防・救急の充実

ゆずりあう交通安全の
推進

・地球温暖化を防止するため、家庭での省エネル
ギー意識の高揚を図る
・市民の防災意識の高揚を図る
・自主防災組織の育成充実と組織率の向上を図る

・市民・関係機関との協働による防犯活動を推進する
・賢い消費者になるための啓発を行う
・校舎等の耐震化を進める
・放課後こどもプランを実施する
・団塊の世代を含む生き生きリーダーバンクの充
実と活用を図る
・市民主導の国際交流を促進する
・青少年海外派遣事業を継続して実施する

・基本的人権尊重の啓発事業を実施する
・男女共同参画社会の実現に向けて、積極的に啓
発活動を実施する

・将来を見据えた土地利用を検討する

・守谷駅周辺一体型土地区画整理事業の早期完成を図る
・守谷駅周辺地区の街並み形成を図る
・景観条例や景観計画に基づき、美しい都市景観
の創造に努める

・つくばエクスプレスの東京駅延伸を促進する

・上下水道事業を一括した「包括的民間委託」を検
討する

・市民農園の具現化を図る

・中小企業の経営安定化のための支援を行う
・やる気のある事業者への支援を行う
・より多くの人を呼び込むため、集客資源を発掘し、
市内外へ情報を発信する

・協働のまちづくりの意識の高揚を図る

・魅力ある地域づくりのために、自治会・町内会を
始めとする多様なコミュニティを支援する

・親切な窓口応対に努める

・行政改革を推進し、より一層効率的な行政運営
を行う

・財政健全化計画に基づき、安定した財政運営に
努める

・指定管理者制度導入の具現化を図るなど、民間
委託を推進する
・職員に対する研修等を推進し、能力の向上を目
指す

・市民の防火意識の高揚を図る

・交通安全意識の向上を図る
・駅周辺の放置自転車対策を強化する

施策名 成果指標 取組方針

省エネなど環境負担低減への取組み
を実践している市民の割合　　　（％）

防災訓練参加率　　　　　　　　（％）

火災発生件数　　　　　　　　　（件）

救急搬送人員数　　　　　　　　（人）

交通事故件数　　　　　　　　　（人）

死亡者数　　　　　　　　　　　（人）

犯罪件数　　　　　　　　　　　（件）

学校の授業が楽しく、勉強がわかると
感じている小中学生の割合　　　（％）

生涯学習サークル数　　　　　（団体）

外国人と違和感なく付き合える小中
学生の割合　　　　　　　　　　（％）
日常生活において人権侵害などで不愉快
な思いをしたことのある市民の割合  （％）
男性・女性という性別を理由として役割を固定的
に分けるという考え方に同感しない人の割合 （％）
市街化調整区域における宅地の占め
る割合　　　　　　　　　　　　（％）
自分の住む地区は緑と調和したゆとりある
住宅地があるまちだと感じる市民の割合（％）
市内に美しい街並み景観があると感
じる市民の割合　　　　　　　　（％）

1級市道の補修率　　　　　　　（％）

バスは便利に利用できると感じる市
民の割合　　　　　　　　　　　（％）

給水・処理能力率（上水・下水）　　（％）

認定農業者数　　　　　　　　　（人）

製造品出荷額　　　　　　　　（万円）

イベントの来場者数　　　　　　（人）

まちづくり活動に参加した市民の割合（％）

市民と協働で実施できた事業数（事業）

自治会加入率　　　　　　　　　（％）

市の窓口サービスが利用しやすいと
感じる市民の割合　　　　　　　（％）
当該年度で改革改善した全事業に占
める事務事業の割合　　　　　　（％）

経常収支比率　　　　　　　　　（％）

借入金残額　　　　　　　　　（千円）

能力・業績が適正に評価されていると
思う職員の割合　　　　　　　　（％）

職員1人当たりの人口　　　　　　（人）

16年度

成果の実績値

未調査

1.01

31

1,336

363
（16年中実績）

3
（16年中実績）

1,329
（16年中実績）

80.0

416（参考）
生涯学習サークルのみ

未調査

未調査

未調査

10.2

未調査

未調査

未調査

未調査

84.7／73.7

33

20,883,490

未調査

未調査

未調査

78.29

未調査

未調査

89.8

26,786,000

未調査

138

17年度 成果 方向性

方向性

69.7

1.68

26

1,360

370
（17年中実績）

4
（17年中実績）

1,279
（17年中実績）

80.0

481

52.8

11.0

71.6

10.4

79.4

51.0

3.9

27.9

85.4／59.3

33

22,212,335

52,589

51.1

33

76.52

57.7

32.5

92.3

25,659,000

60.0

142

▲

▲

■

■

▲

▲

▲

■

■

■

▲

▲

▲

▲

■

■

■

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▼

■

▼

■

■

▲

■

■

▼

■

▼

▲

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

平成19年度の施策の方向性と取組方針（続き）

●平成18年度行政評価結果のお知らせ（その1）
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お知らせ

犬
に
よ
る
人
へ
の
危
害
や
、
農

作
物
を
荒
ら
す
な
ど
の
被
害
相
談

が
、
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●

犬
の
放
し
飼
い
禁
止（
散
歩

時
も
、
リ
ー
ド
を
付
け
て
放

さ
な
い
）

●

犬
が
、
敷
地
や
施
設
か
ら
逃
げ

出
さ
な
い
よ
う
な
措
置
を
と
る

●

つ
な
い
で
い
る
犬
の
行
動
範

囲
が
、
道
路
や
通
路
に
接
し

な
い
よ
う
に
す
る

●

犬
の
飼
育
目
的
な
ど
に
応
じ

て
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
な

犬
に
よ
る
危
害
・
被
害
を

防
止
す
る
た
め
に

お
知
ら
せ

い
よ
う
適
切
な
方
法
で
し
つ

け
を
し
、
飼
い
主
に
従
う
よ

う
訓
練
す
る

●
特
定
犬
は
檻お

り

の
中
で
飼
っ
て

く
だ
さ
い

特
定
犬
と
は
、
人
に
危
害
を

加
え
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
と
し

て
定
め
る
次
の
８
犬
種
で
す
。

▼
特
定
犬

秋
田
犬
、
土
佐
犬
、

紀
州
犬
、
ド
ー
ベ
ル
マ
ン
、
グ

レ
ー
ト
デ
ン
、
ジ
ャ
ー
マ
ン
・

シ
ェ
パ
ー
ド
、
セ
ン
ト
バ
ー
ナ

ー
ド
、
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
ッ
フ

ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
・
テ
リ
ア（
ピ
ッ

ト
・
ブ
ル
・
テ
リ
ア
）

▼
檻

上
下
四
方
が
囲
ま
れ
、
十

分
な
強
度
が
あ
り
、
人
や
動
物
に

危
害
を
加
え
な
い
構
造
の
も
の

▼
問
合
先

県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
　
1
０
２
９
６
―
72
―
１

２
０
０

情　報
ひろば

くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

■
こ
ん
な
に
便
利
！
口
座
振
替

あ
な
た
の
指
定
し
た
口
座
か

ら
、
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る

の
で
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
期
の
た
び
に
金
融

機
関
へ
行
く
必
要
が
な
い
の
で
、

手
間
が
省
け
る
た
め
、
特
に
忙

し
い
方
や
不
在
が
ち
な
方
な
ど

に
便
利
で
す
。

■
口
座
振
替
が
で
き
る
税
目
な
ど

●

市
・
県
民
税（
普
通
徴
収
）

●

固
定
資
産
税

●

軽
自
動
車
税

●

国
民
健
康
保
険
税

●

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）

※
普
通
微
収
と
は
、
本
人
が
直

接
納
め
る
こ
と
で
す

■
申
込
手
続

市
内
金
融
機
関
・
郵
便
局
及

び
市
役
所
に
あ
る「
市
税
等
口

座
振
替
依
頼
書（
自
動
払
込
利

用
申
込
書
）」に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
通
帳
の
届
出
印
を
持
参

の
上
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
に

提
出
す
る
。

※
市
外
の
金
融
機
関
に
申
し
込

む
場
合
は
、
事
前
に
収
納
推

進
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
取
扱
金
融
機
関

常
陽
銀
行
／
三
井
住
友
銀
行
／

み
ず
ほ
銀
行
／
関
東
つ
く
ば
銀

行
／
茨
城
銀
行
／
茨
城
県
信
用

組
合
／
茨
城
み
な
み
農
業
協
同

組
合
／
水
戸
信
用
金
庫
／
結
城

信
用
金
庫
／
中
央
労
働
金
庫
／

郵
便
局

■
注
意
点

●

一
度
手
続
す
る
と
、
自
動
的

に
翌
年
以
降
も
口
座
振
替
に

な
り
ま
す

●

口
座
の
預
貯
金
が
不
足
し
て
い

る
と
振
替
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●

転
出
や
取
引
金
融
機
関
の
変

更
な
ど
で
、
振
替
の
口
座
が

な
か
っ
た
り
、
変
わ
っ
た
り

し
た
場
合
は
、
必
ず
金
融
機

関
で
口
座
振
替
解
約
・
変
更

届
を
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
先

●

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

市
役
所
収
納
推
進
室

内
線
２
０
８
〜
２
１
０

●

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

市
役
所
国
保
年
金
課

内
線
１
０
２
〜
１
０
４

●

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

市
役
所
介
護
福
祉
課

内
線
１
７
２
・
１
７
３

納税者

金融機関・郵便局

お申込み
（1度だけ）

納付済通知書
　（年1回送付）

口座振替の仕組み

口座振替納税

市役所



●
ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

▼
融
資
額
１
最
高
５
０
０
万
円

（
労
金
会
員
は
１
０
０
０
万
円
）

※
一
括
又
は
分
割
融
資
▼
返
済

期
間
１
15
年
以
内
※
在
学
中
の

元
金
返
済
据
置
き
可
▼
金
利
１

1.9
〜
2.4
％
※
12
月
10
日
現
在
▼

保
証
１
県
労
働
者
信
用
基
金
協

会
の
保
証

●
育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度

茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金
と

は
、
勤
労
者
の
教
育
費
の
負
担
軽

減
を
目
的
に
、
茨
城
県
・
市
町

教
育
ロ
ー
ン
と

利
子
補
給
制
度

村
・
中
央
労
働
金
庫
が
出
資
し
て

つ
く
ら
れ
た
公
益
法
人
で
す
。

在
学
中（
最
長
４
年
）、
お
子
さ

ん
１
人
当
た
り
１
０
０
万
円（
１

世
帯
３
０
０
万
円
）ま
で
の
融
資

に
対
し
、
年
１
％
の
利
子
補
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先
１
中
央
労
働
金
庫
取

手
支
店
１
1
０
２
９
７
―
73
―

０
１
０
０
１
守
谷
ロ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
１
1
21
―
１
１
７
７

●
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
２
０
０
２

基
礎

▼
期
間
１
１
月
17
日（
水
）〜
19

日（
金
）▼
対
象
１
ワ
ー
ド
基
礎

講
座
受
講
者
、
又
は
同
等
以
上

の
方
10
名

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

▼
期
間
１
２
月
19
日（
月
）〜
21

日（
水
）▼
対
象
１
ワ
ー
ド
基
礎

講
座
受
講
者
、
又
は
同
等
以
上

の
方
10
名

●
ア
ク
セ
ス
２
０
０
２
基
礎

▼
期
間
１
３
月
７
日（
水
）〜
９

日（
金
）▼
対
象
１
エ
ク
セ
ル
基

礎
講
座
受
講
者
、
又
は
同
等
以

上
の
方
10
名

●
新
入
社
員
マ
ナ
ー
基
礎
訓
練

▼
期
間
１
３
月
22
日（
木
）〜
23
日

（
金
）▼
対
象
１
新
入
社
員
の
方

▼
受
講
時
間
１
い
ず
れ
も
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
▼
受
講
料
１

各
２
９
０
０
円
▼
申
込
方
法
１

受
講
願
書
に
受
講
料
を
添
え
て

申
し
込
む
※
先
着
順

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

県

立
古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

古
河
市
諸
川
１
８
４
４
　
1
０

古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

各
種
講
座

開
　
催

２
８
０
―
76
―
０
０
４
９

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外

国
人
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
日
本
語
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

授
業
は
少
人
数
制
で
、
お
茶

の
時
間
を
交
え
な
が
ら
、
楽
し

く
進
ん
で
い
き
ま
す
。
お
近
く

に
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
、
日

本
の
生
活
に
早
く
慣
れ
た
い
と

考
え
て
い
る
外
国
出
身
の
方
が

い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
１
１
月
17
日
〜
３
月
14

日
の
毎
週
水
曜
日（
全
９
回
）午

後
７
時
30
分
〜
９
時
▼
会
場
１

国
際
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
１
守
谷
市
及
び
周
辺
地
域
在

住
・
在
勤
の
外
国
人
の
方
、
又

は
市
国
際
交
流
協
会
会
員
の
方

▼
受
講
料
１
０
０
０
円

▼
申
込
・
問
合
先
１
市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
内「
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
」内
線
１
３
２

外
国
人
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
講
座
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お知らせ・開　催

介護支援専門員第10-774号�
（ケアマネージャー）飯 田 孝 道�
　予約制　℡４８－６４６１�

守谷市板戸井2284-3�
休診日　木曜日　AM9:00～PM7:00

漢方はり、灸専門　※各種保険取扱�
神経痛、腰痛、ムチウチ、五十肩、リュウマチ、小児夜泣き�

東洋堂鍼灸院�
あらゆるギフトライフを応援するシャディサラダ館�
ギフトのことなら何でもおまかせくださいZ

お歳暮ギフト承り中Yお年賀タオルも当店でY

全国宅配無料Yお持ち帰りはさらにお得Y

TEL0297-20-0550　FAX0297-20-0551�

守谷市久保ケ丘2-3-11　営業時間　A.M10:00～P.M7:00�

年中無休（お盆・年末年始除く）�
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自動車税は、4月1日現在の名義人に課税されます。
自動車を他人に譲ったり、使用しなくなったときは、
必ず運輸支局で名義変更などの手続をしてください。
手続をしないと、いつまでも名義人に課税されるなど、
トラブルの原因にもなります。
3月下旬は、窓口が大変混雑しますので、手続は

お早目にされるようお願いします。
s問合先
●変更登録に関すること
茨城運輸支局土浦自動車検査登録事務所
1050－5540－2018
●自動車税に関すること
稲敷県税事務所課税第二課
1029－892－6112

自動車の
正しい登録について
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開　催・募　集

www.fureai.or.jp

▼
日
時
１
１
月
20
日（
土
）午
後

１
時
〜
４
時
30
分
※
受
付
は
午

後
０
時
30
分
〜
▼
対
象
１
若
年

性
糖
尿
病
を
も
つ
児
童
の
保
護

者
及
び
関
係
者
▼
内
容
１「
若
年

性
糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
お

う
」鹿
嶋
田

か

し

ま

だ

健
一

け
ん
い
ち

医
師（
東
京
北

社
会
保
険
病
院
）午
後
１
時
〜

２
時
30
分
／「
た
の
し
い
食
事
・

お
や
つ
の
コ
ツ
」加か

藤と
う

か
な
江え

栄
養
士（
県
立
こ
ど
も
病
院
）午

後
２
時
30
分
〜
３
時
／
個
別
相

談
会
及
び
情
報
交
換
会
１
午
後

３
時
〜
４
時
30
分
▼
参
加
費
１

無
料
※
無
料
保
育
あ
り
。
申
込

時
に
申
し
出
る
▼
申
込
方
法
１

若
年
性
糖
尿
病
講
演
会

１
月
10
日（
水
）ま
で
に
電
話
で

申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先
１
竜

ヶ
崎
保
健
所
１
1
０
２
９
７
―

62
―
２
１
７
２

▼
日
時
１
１
月
20
日（
土
）午
前

９
時
50
分
〜
午
後
２
時
※
受
付

は
午
前
９
時
30
分
〜
霞
ケ
浦
環

境
科
学
セ
ン
タ
ー（
土
浦
市
沖

宿
町
１
８
５
３
）▼
観
察
場
所

潮
来
市
水
原
・
白
鳥
の
里（
北
浦
）

▼
定
員
１
先
着
30
名
▼
講
師
１

山
口

や
ま
ぐ
ち

萬
壽
美

ま

す

み

氏（
県
環
境
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）▼
持
参
品
１
筆
記

用
具
、
弁
当
、
飲
み
物
▼
参
加

第
８
回
霞
ケ
浦
自
然
観
察
会

冬
の
野
鳥
観
察

費
１
無
料
▼
申
込
方
法
１
住

所
・
氏
名
・
学
年（
年
齢
）・
電

話
番
号
及
び
送
迎
バ
ス
の
有
無

（
土
浦
駅
）を
記
入
し
、
１
月
18

日（
木
）ま
で
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
１
霞
ケ
浦
環

境
科
学
セ
ン
タ
ー
１
1
０
２
９

―
８
２
８
―
０
９
６
２
１
6
０

２
９
―
８
２
８
―
０
９
６
７

農
林
水
産
省
で
は
、
農
林
水

統
計
調
査
員

〜
あ
な
た
も
農
林
水
産
統
計
に

携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

募
　
集

産
統
計
調
査
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
各
種
統
計

調
査
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
統

計
調
査
員
及
び
調
査
時
補
助
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ

ー
タ
は
、
農
林
水
産
行
政
の
企

画
立
案
や
、
円
滑
か
つ
効
果
的

な
推
進
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
１
関
東
農
政
局
土
浦

統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
１
1
０

２
９
―
８
２
１
―
０
０
０
２

市民の皆さんからお寄せいただいたクリ
スマスツリーが、守谷駅前西口広場に幻想
的な空間を作り出します。
また、24日（日）のクリスマスイヴには、

特別イベントも開催されますので、皆さん
ぜひお楽しみください。

s開催期間 12月17日（日）～25日（月）
s会　　場 守谷駅前西口広場
s点灯時間 午後5時～8時

★光で描くツリー（午後5時30分～8時）
ランタン200個を使った光のツリーを西

口広場に描きます。

2r角ペットボトル（文字や絵の書き込み可）
を、午後2時に駅前西口広場へご持参ください。
※ローソク・砂・カッターは主催者で用意
★模 擬 店（正午～午後8時）
温かい飲み物や食べ物をご用意して、お

待ちしています。
★交流の場（正午～午後8時）
市民活動交流会の活動紹介のパネル展示

を行います。自分でできるボランティア活
動を見付けてみませんか。お気軽にお立ち
寄りください。
s問合先
●市役所経済課商工観光Ｇ　内線262
●市民活動支援センター　　146－3370
（9：00～16：00 日・月曜日除く）

守谷駅前Ｘ'masイベント
もりやクリスマスファンタジー

開開開開催催催催

★守谷駅前イルミネーション★

★クリスマスイヴ特別イベント★

ランタン作り参加者募集！
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募　　　集

直
接
医
療
機
関
検
診
に
行
っ

て
受
け
る
検
診
で
す
。
平
成
18

年
に
乳
が
ん
集
団
検
診
を
受
け

た
方
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象（
平
成
19
年
３
月
31
日

現
在
）１
①
超
音
波
・
視
触
診

30
〜
40
・
42
・
44
・
46
・
48
・

50
・
52
・
54
・
56
歳
②
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
・
視
触
診
１
41
・

43
・
45
・
47
・
49
・
51
・
53
・

55
歳
③
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
単

独
１
57
・
59
・
61
・
63
・
65
歳

乳
が
ん
医
療
機
関
検
診

受
診
希
望
者

▼
定
員
１
①
②
各
60
名
③
35
名

▼
検
診
料
金
１
①
②
各
１
６
０

０
円
③
８
０
０
円
▼
検
診
医
療

機
関
１
①
総
合
守
谷
第
一
病
院
、

守
谷
慶
友
病
院
、
取
手
医
師
会

病
院
②
③
守
谷
慶
友
病
院
、
取

手
医
師
会
病
院
※
各
医
療
機
関

に
予
約
を
入
れ
て
か
ら
受
診
す

る
▼
申
込
方
法
１
１
月
９
日（
火
）

〜
３
月
９
日（
金
）に
、
検
診
料
金

を
添
え
て
窓
口
で
申
し
込
む
※
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
。
受
診

券
を
発
行
し
ま
す

▼
申
込
・
問
合
先
１
保
健
セ
ン

タ
ー
１
1
48
―
６
０
０
０

司
書
の
資
格
、
又
は
６
か
月

以
上
の
実
務
経
験
が
必
要
で
す
。

▼
登
録
有
効
期
間
１
４
月
１
日

（
日
）
〜
平
成
20
年
３
月
31
日

（
月
）で
、
申
請
者
の
希
望
す
る

期
間
▼
勤
務
内
容
１
図
書
館
の

資
料
の
貸
出
・
返
却
・
整
理
・

貸
出
準
備
な
ど
▼
勤
務
場
所
１

中
央
図
書
館
、
中
央
・
郷
州
・

高
野
・
北
守
谷
の
各
公
民
館
図

書
室
▼
報
酬
１
時
給
８
０
０
円

▼
選
考
審
査
・
採
用
１
書
類
審

平
成
19
年
度
図
書
館
奉
仕
員

（
非
常
勤
一
般
職
員
）

査
な
ど
で
選
考
し
、
採
用
者
に

「
雇
用
通
知
書
」を
送
付
▼
提
出

書
類
１
登
録
申
請
書（
申
請
先

に
用
意
）、
履
歴
書（
市
販
の
様

式
）、
司
書
資
格
証
明
書
の
写

し（
有
資
格
者
の
み
）、
健
康
診

断
書（
未
受
診
者
に
は
問
診
票

を
用
意
）▼
申
請
期
間
１
１
月

５
日（
金
）〜
随
時
※
４
月
１
日

採
用
希
望
者
は
、
２
月
16
日（
金
）

ま
で
に
申
請
▼
申
請
方
法
１
本

人
が
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
請
・
問
合
先
１
中
央
図
書

館
１
1
45
―
１
０
０
０

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

児童クラブでは、昼間保護者のいない留守家庭の
児童を、授業終了後から午後7時まで（延長保育含む）
お預かりします。
常時2～4人の指導員を配置していますので、安心

してご利用ください。
s対象
昼間保護者が就労などのため留守の小学1～3年生の児童

s費用
●保 育 料　下表のとおり
●保 険 料　年額1,000円
●クラブ費　月額3,000円程度※おやつ代・活動費
s申込書配布及び受付
1月10日（水）～29日（月）市役所児童福祉課及び各
児童クラブ

s申込・問合先
市役所児童福祉課児童健全育成G 内線152・156

※各児童クラブでも申込可
●募集人員（クラブ名＝対象学校区）

クラブ名 人数
守谷小学校児童クラブ 17人
御所ケ丘小学校児童クラブ 05人
松ケ丘小学校児童クラブ 25人
郷州小学校児童クラブ 13人
黒内小学校児童クラブ 08人
松前台小学校児童クラブ 16人
高野小学校児童クラブ 32人
大井沢小学校児童クラブ 27人
大野小学校児童クラブ 12人
※年度末登録者数により変更あり
●保育料

世　　　　帯 保育料月額※（ ）は8月分

一般世帯（非課税世帯含む） 4,000円（6,000円）
一人親世帯（課税世帯） 4,000円（6,000円）
一人親世帯（非課税世帯） 2,000円（3,000円）
※兄弟での入所は、いずれも2人目以降2,000円（8月分は3,000円）

平成19年度
児童クラブ入所児童募集！
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１
月
５
日（
金
）か
ら
、
平
成

19
年
度
の
事
務
職
補
助
、
技
能

職
補
助
な
ど
の
臨
時
職
員
希
望

者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
登
録
有
効
期
間

平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成

20
年
３
月
31
日
の
間
で
、
申

請
者
の
希
望
に
応
じ
て
設
定

▼
選
考
審
査
・
採
用

面
接
審
査
又
は
書
類
審
査
に
よ

り
各
担
当
課
が
選
考
し
、
採
用

者
に「
雇
用
通
知
書
」を
送
付

※
不
採
用
の
通
知
は
し
な
い
。

登
録
者
多
数
の
職
種
は
、
登

録
期
間
内
に
採
用
さ
れ
な
い

場
合
あ
り

▼
必
要
書
類

●

登
録
申
請
書（
申
込
先
、
中

央
・
高
野
・
郷
州
・
北
守
谷

の
各
公
民
館
、
文
化
会
館
、

仲
町
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
に
用
意
、
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

http://w
w
w
.city.m

oriya.ibar
aki.jp

/d
o
w
n
lo
ad
/1
1
.h
tm
l

●

写
真
を
添
付
し
た
市
販
の
履

歴
書

●

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し（
資
格
を
要
す
る
職
種
の

場
合
の
み
）

●

健
康
診
断
書
の
写
し（
未
受

診
者
は
市
の
問
診
表
）

▼
申
請
方
法

１
月
５
日（
金
）以
降
に
、
必

要
書
類
を
持
参
の
上
、
本
人

が
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

※
希
望
す
る
登
録
期
間
開
始
日

の
10
日
前
ま
で
に
申
請

※
４
月
１
日
か
ら
採
用
予
定
の

職
種
は
、
２
月
16
日（
金
）ま

で
に
申
請
し
た
方
の
中
か
ら

選
考

※
保
育
士
・
保
育
所
調
理
補
助

員
・
保
育
所
用
務
員
に
つ
い
て

は
、
１
月
31
日（
水
）ま
で
に
申

請
し
た
方
の
中
か
ら
選
考

▼
申
請
・
問
合
先

市
役
所
総
務
課
職
員
Ｇ

内
線
２
２
２
・
２
２
３

※
職
種
内
容
は
各
担
当
課
（
下

表
参
照
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

市
で
は
、
臨
時
職
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）を
採
用
す
る

際
、
あ
ら
か
じ
め
働
き
た
い
期
間
や
職
種
な
ど
を
登

録
し
た
方
か
ら
条
件
に
合
う
方
を
選
考
し
、
審
査
後

採
用
す
る
と
い
う
登
録
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

職　　　　種 資格 担　当　課
一般事務補助 不要 総務課
保育士補助、子育て支援センター保育士 必要
時間外保育士補助、保育所調理補助員、児童クラブ指導員、

不要
児童福祉課

児童厚生員補助、用務員
介護支援専門員 必要 介護福祉課
学校図書館整理員、学校給食配膳員、学校用務員 不要 学校教育課
学校給食調理員補助員 不要 学校給食センター
※上記以外でも年度途中で新たな職種が発生した場合は、登録者から随時選考

登録希望者

守谷市役所

登  録  者  情  報

②登　録

A 課
B 課

C 課

③ 人   材   検   索

担当課において

④ 選 考 審 査
（面接・書類審査など）

⑤雇用通知書 （採用された場合）

①提 出

登録から採用まで

登
録
申
請
書

履

歴

書

健
康
診
断
書

資
格
証
明
書

平
成
19
年
度

市
臨
時
職
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）

登
録
希
望
者
募
集

登録募集職種
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年末年始の市役所業務は、一部の業務を除き、
下表のとおりお休みとなります。

業務休止期間
市役所
上下水道事務所
保健センター
仲町行政サービスセンター

12月29日（金）

文化会館
～1月3日（水）

国際交流研修センター
保育所・児童館
市民活動支援センター
各公民館（図書室含む）
中央図書館

12月28日（木）

児童クラブ
～1月4日（木）

もりや学びの里
※郷州・高野・北守谷公民館では、12月28日
と1月4日は、諸証明の発行業務のみ行います

年内最終収集日 収集内容
12月21日（木） 紙・布類収集日
12月26日（火） 不燃ごみ収集日
12月28日（木） 空き缶・ビン収集日
12月29日（金） 可燃ごみ収集日

※平成19年のごみ収集業務は、1月4日（木）の
不燃ごみから開始します

っ
て
も
ら
い
、
市
役
所
で
の
加

入
手
続
や
社
会
保
険
庁
へ
の
保

険
料
納
付
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
国
内
に
親
族
が
い
な
い
、
又
は

高
齢
な
ど
に
よ
り
親
族
に
依
頼

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

6
日
本
国
民
年
金
協
会（
1

03
―
３
２
６
５
―
２
８
８
５
）

を「
協
力
者
」と
し
て
、
加
入
手

続
や
保
険
料
納
付
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
土
浦
社
会
保
険
事
務

所
国
民
年
金
業
務
課（
1
０
２

９
―
８
２
４
―
７
１
２
１
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
、
年
金
受
給
者

の
現
況
確
認
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め「
年
金
受

給
権
者
現
況
届
」の
提
出
が
、
原

則
不
要
に
な
り
ま
す
。
対
象
は
、

12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
に
な
り

ま
す
。
詳
細
は
、
土
浦
社
会
保

険
事
務
所
年
金
給
付
課（
1
０
２

９
―
８
２
４
―
７
１
６
９
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
現
況
届
が
不
要
に
な
り
ま
す

茨
城
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、

年
金
制
度
に
つ
い
て
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
県
内

の
中
学
生
を
対
象
に
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

95
校
４
７
１
点
中
、
市
内
か

ら
２
名
の
方
が
入
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
入
選
（
２
年
生
の
部
）

●

石
飛

い
し
と
び

薫
か
お
る

さ
ん
（
愛
宕
中
）

●

中
村

な
か
む
ら

美
紀

み

き

さ
ん
（
愛
宕
中
）

★
18
度
度
　
年
金
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

地域包括支援センターでは、高齢者が住み慣
れた地域で尊厳ある生活と人生が送れるよう、
高齢者虐待への対応や成年後見制度の活用など
により、高齢者の権利を擁護しています。
●成年後見制度の活用
認知症などにより、判断能力の低下が見られる

場合、適切な介護サービスの利用や金銭的管理、
法律的行為などの支援を行うために、後見人を設
定する制度（任意後見と法定後見の2種類）です。
●地域福祉権利擁護事業
認知症などにより、各種手続や料金の支払い

などを忘れてしまう場合に、専門調査員がその
状況を調査し、支援員が必要な支援を行います。
●虐待への対応
今年4月、「高齢者虐待の防止、高齢者の養護

者に対する支援等に関する法律（高齢者虐待防
止法）」が施行されました。高齢者虐待とは、次
のような行為です。センターでは、実態を調
査・把握し対処します。
○身体的虐待（暴力）○介護放棄（必要な介護をしない）
○心理的虐待（暴言や拒絶、無視）
○性的虐待（わいせつな行為をすること、させること）
○経済的虐待（財産の不当処分、年金の搾取）

高齢者や家族の皆さんへ
高齢者の権利を守るために
●問合先
　市役所介護福祉課内「地域包括支援センター」
　145－1744（直通）

●
加
入
で
き
る
方

次
に
該
当
し
加
入
を
希
望
す

る
方
は
、
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

●

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
海
外

居
住
者
で
、
日
本
国
籍
の
方

●

65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
海
外

居
住
者
で
、
受
給
資
格
期
間

が
足
り
な
い
日
本
国
籍
の
方

●
加
入
手
続

市
役
所
が
窓
口
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
海
外
居
住
者
は
自
分

で
加
入
手
続
及
び
保
険
料
納
付

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
国
内
に
親
族
が
い
る
場
合

親
族
の
方
に「
協
力
者
」に
な

国
金
民

年

海
外
居
住
者
の
加
入
手
続
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ARCUS Artist in Residence - IBARAKI

●アーカススタジオ　守谷市板戸井2418 もりや学びの里内　1646-2600（9:15～18:00）
arcus@arcus-project.com http://www.arcus-project.com

毎年、もりや学びの里で行われるアーカススタ
ジオのオープンスタジオでは、若手アーティスト
の守谷での滞在制作の成果が公開されます。
例年は、オープンスタジオの終了をもって、ア

ーカスではアーティストの帰国準備と年末の大掃
除に追われますが、今年はクリスマスに向けて、
もうひとつイベントを準備しています。
もうご覧になった方もいるかもしれませんが、

12月24日（日）まで、もりや学びの里では、美し
いライトアップが行われています。これは、筑波
大学の逢坂

おうさか

卓郎
たくろう

教授による「TEXTURE」という光
の作品です。
アーカスのアーティストたちの展示と入れ替わ

りに、12月17日（日）から24日（日）には、このラ
イトアップに合わせて、今まさに作品作りを勉強
中の筑波大学芸術学群の学生による光の作品の展
覧会も開催されます。
通常の展覧会と異なり、暗くなってから始まる

という、少し趣向の変わったものです。廊下や教
室の思い出を照らし出すような作品群が、元小学

校の建物の至るところに点在する予定です。夜の
オリエンテーリングのつもりで、ぜひご来場くだ
さい。
またイベント期間中、アーカスのアーティス

ト・出田
い で た

郷
ごう

さんの作品も展示されていますので、
オープンスタジオを逃した方は、ぜひこの機会に
お越しください。

s日時 12月17日（日）～24日（日）
午後4時～9時

s会場 もりや学びの里　※入場無料
◆同時開催
●逢坂卓郎「TEXTURE」 日没後～午後11時
●出田郷スタジオ公開 午後4時～9時
●作品講評会 12月23日（土）午後4時30分～6時30分
メディア・アーティスト森脇裕之

もりわきひろゆき

氏（多摩美術大学助
教授）を迎えての講評会。一般の方にも公開されます。
※入場無料

もりや学びの里に
少し変わった光が灯ります

筑波大学芸術専門学群生による光の展覧会
「re-light：25の光たちが再び灯し出す25の放課後」
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17
年
度
に
排
出
さ
れ
た
温
室

効
果
ガ
ス
は
、
約
４
７
０
７
・

７
ｔ
／
CO2
で
す
。
11
年
度
と
比

較
す
る
と
、
削
減
率
は
５
・
７

％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
は
、
燃
料
の

使
用（
燃
焼
）な
ど
に
伴
い
発
生

し
ま
す
が
、
燃
料
と
な
る
ガ
ソ

リ
ン
・
灯
油
・
Ａ
重
油
・
プ
ロ

パ
ン
及
び
都
市
ガ
ス
の
使
用
量

が
減
少
し
た
た
め
、
全
体
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
も
減
少

し
ま
し
た
。

■
な
ぜ
５
・
７
％
削
減
し
た
の
？

温
室
効
果
ガ
ス
が
削
減
し
た

原
因
は
、
排
出
量
が
大
き
い
施

設（
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
上
下
水

道
事
務
所
・
市
本
庁
舎
・
中
央

17
年
度
燃
料
使
用
状
況

〜
５
・
７
％
削
減
達
成
〜

公
民
館
）が
削
減
し
た
た
め
で

す
。
特
に
総
排
出
量
が
全
体
の

約
40
％
を
占
め
る
浄
化
セ
ン
タ

ー
が
13
・
５
％
削
減
し
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
す
。

市
役
所
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
の
実
施
結
果
を
報
告
し
ま
す
！

温室効果ガス排出量と増減率
市役所全体 温室効果ガス 増減率

11年度 基準年 4,992.3ｔ/CO2 －
12年度 準備期間 5,152.3ｔ/CO2 △3.2％
13年度 4,903.2ｔ/CO2 △1.8％
14年度 4,739.3ｔ/CO2 △5.1％
15年度 計画期間 4,652.3ｔ/CO2 △6.8％
16年度 4,701.3ｔ/CO2 △5.8％

17年度
( )内は 4,707.7ｔ/CO2 △5.7％
目標値 （4,742.6ｔ/CO2）（△5.0％）

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
・
目
標
達
成
！

●問合先　市役所生活環境課　内線145・146

平成17年度温室効果ガス排出量上位5施設

順位 施設名 温室効果ガス排出量
増減率
11年度比

1 浄化センター 1,870.8ｔ/CO2 △13.5％

2 上下水道事務所 1,444.6ｔ/CO2 △17.1％

3 学校給食センター 1,383.7ｔ/CO2 △14.4％

4 市本庁舎 1,330.8ｔ/CO2 △18.9％

5 中央公民館 1,145.7ｔ/CO2 △16.5％

●

●

●

●

●
● ●

●

5,200
温室効果ガス（t-CO2）

5,000

4,800

4,600

4,400
11
年
度

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

目
標
値

●
●

●

●

●
● ●

●

11
年
度

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

（
目
標
値
）

●

● ●
●

●

●

●

●

11
年
度

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

（
目
標
値
）

● ● ●

●

●

●

●

●

11
年
度

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

（
目
標
値
）

●

●

●

● ●

●
●

●

11
年
度

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

（
目
標
値
）

■ ■

■

■

■

■

■

■◆
◆ ◆

◆

◆

◆

◆ ◆

▲
▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

11
年
度

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

（
目
標
値
）

A重油使用量（R） 液化ガス石油（kg）

電気使用量（kwh）都市ガス（m3）

ガソリン（－）灯油（－）軽油使用量（－）（R）◆ ■ ▲

市
で
は
、
平
成
13
〜
17
年
度
の
５
年
間
で
、
温
室
効
果
ガ
ス（
二
酸
化
炭
素
）５
％
削
減
を
目
標
に
掲

げ
、
地
球
温
暖
化
防
止
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
無
駄
な
電
灯
の
消
灯
や
燃
料
の
節
約
な
ど
、
省
エ
ネ
行

動
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
目
標
値
を
上
回
る
５
・
７
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
省
エ
ネ
行
動
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
で
は
新
た
な

防
止
計
画
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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●地球温暖化を防ごう！

地球温暖化の防止に向けて、私たちができること

地球温暖化を防止するためには、私たちのライフスタイルを変えることが不可欠です。エネルギーの
無駄遣いをなくすちょっとした工夫で、地球温暖化が防げるのです。
さあ、できることからチャレンジしましょう！

引用：7省エネルギーセンターホームページ「家庭の省エネ大辞典（第3版）」より
＊電力CO2排出係数は0.372㎏-CO2/kwh（東京電力㈱平成17年度実績値を使用し算出）
●環境家計簿をつけて

無駄なエネルギー消費を減らそう！
日常生活で、どの程度の負荷を地球環境に与え

ているかを計る方法として、「環境家計簿」があり
ます。毎月の使った電気・ガス・水道・ガソリ
ン・軽油・灯油の使用量を記入し、それぞれに

CO2排出係数を掛け合わせることで、あなたの家
庭から排出されたCO2の総排出量を知ることがで
きます。
環境家計簿は市ホームページ又は市役所生活環

境課に用意してありますので、ぜひ取り組んでみ
てください。

■冬の省エネ
○暖房の設定は20℃を目安にしましょう
○服装を工夫して、
温かく、格好良く
過ごしましょう
○寒いときは、温か
い食べ物や飲み物
で温まりましょう
■家庭での省エネ
○電気、ガス、石油
機器を買うときは、
省エネ製品を選び
ましょう
○電球は交換時に、
省エネ型の電球型
蛍光ランプにしましょう
○冷蔵庫は壁から離して設置し、冬は弱にするな

簡単省エネで地球温暖化をストップ
ど季節で設定調整しましょう
○長時間使わない電気製品（電気ポット、冷房機な
ど）は、コンセントからプラグを抜きましょう
○煮物などの下ごしらえは、電子レンジを活用し
ましょう
○テレビのつけっぱなしをやめましょう
○お風呂は、間隔をあけずに入って、追い炊きを
減らしましょう
○温式便座を使った後はふたを閉め、節電しましょう
■クルマの省エネ
○車の運転は経済速
度を心掛け、無駄
なアイドリングや
急発進・加速をや
めましょう
○タイヤの空気圧は
適正にしましょう
○外出時はできるだけ車に乗らず、電車･バスな
ど公共交通機関を利用しましょう

例えば･･･

家庭生活の中で、二酸化炭素（CO2）を減らしましょう！

年間（冬季）で
●電　力 53.08kwhの省エネ
●電気代 約1,170円の節約
●ＣＯ２ 約20㎏の削減

●エアコン暖房の設定温度を1℃下げると
外気温6℃のとき、エアコン暖房（2.2kＷ）の設
定温度を21℃⇒20℃にした場合は･･･

年間で
●電　力 84kwhの省エネ
●電気代 1,850円の節約
●ＣＯ２ 約31㎏削減

●白熱電球を電球型蛍光ランプに替えると
白熱電球54Wを、同じ明るさの電球型蛍光ラン
プ12Ｗに取り替えると･･･

年間で
●電　力 31.86kwhの省エネ
●電気代 約700円の節約
●ＣＯ２ 約12㎏削減

●テレビを毎日１時間消してみると･･･
ブラウン管25インチのテレビを、1日に1時間
消してみると･･･
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9 火　夢 み
10水　ま 0～1歳6か月　夢 お
4 水　健 3～4か月
11木　ア 2歳～　楽 1歳　み ま 健 3歳
12金　夢 0～1歳6か月　ま ロ 健 1歳6か月
13土　サ 2歳～
15月　夢 正午～　ぽ
16火　楽 2歳～　夢 高 み ま 保 ポリオ
17水　ま 0～1歳6か月　ね お母さんの勉強室
4 水　夢 お 健 3～4か月
18木　ア 6～11か月　楽 1歳　み ま
4 水　健 3歳
19金　夢 0～1歳6か月　ま 久 保 ポリオ
22月　夢 2歳～　北
23火　ね 0歳　夢 み ま
24水　ま 0～1歳6か月　夢 お
4 水　夢 ね ア 2月分予約受付開始10:00～
25木　ア 1歳　楽 1歳・2歳～　み ま
26金　夢 0～1歳6か月 ま ロ
29月　夢 2歳～　保 離乳食教室
30火　楽 2歳～　夢 み ま 保 離乳食教室
31水　ま 0～1歳6か月　夢 お 保 ＢＣＧ

s日　　時 2月3日（土）午前10時～午後0時30分
※受付は午前9時30分～。雨天決行

s会　　場 常総運動公園総合体育館
s対　　象 市内在住の0～2歳児の親子 150組

※平成15年4月～平成18年生まれ
s持 ち 物 上ばき用運動靴（親子とも）、

座布団又はマットなど
s服　　装 動きやすい服装（ジャージなど）
s申込方法 参加するお子さんの住所・氏名・生年月日・電話番号を記入し、メール・FAX又は電話で

申し込む
s申込・問合先 まつやま保育園　145－7193 645－8828 yamayuri@luck.ocn.ne.jp

夢 夢っ子ひろば（室内自由開放）9:30～15:30
み 子育て広場みずきの（郷州小学校）10:00～15:00
お 子育て広場おおがしわ（大柏生活改善センター）10:00～15:00
ま 子育て広場まなびの里（もりや学びの里）10:00～15:00
高 子育て広場高野（高野公民館集会室①）10:00～14:00
北 子育て広場北守谷(北守谷公民館)10:00～14:00
ロ 子育て広場ログハウス（国際交流研修センター）10:00～11:30
久 子育て広場久保ケ丘（文化会館）10:00～11:30
ぽ ぽかぽか子育て教室　10:00～11:30 ★問い合わせ

ね ねっこ（親子活動）9:30～　★要予約

ア アビエス（親子活動）10:30～　★要予約

楽 親子で楽しもう（親子活動） 11:00～11:40
サ サタデーパパ　11:00～

保 保健センター事業
健 健康診査

保健センター（148-6000）

児童館（145-2278）

アビエス（わかばのもり保育園　148-1735）

ねっこ（まつやま保育園　145-8828）

夢っ子ひろば（北園保育所　145-2462）

QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ
QQQQQQQQQQQQQ

子子子子育育育育てててて
支支支支援援援援
情情情情報報報報

○
○ ○ ○
○

○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○
○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○

○
○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○○○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○

○

○

１１１１月月月月のののの子子子子育育育育ててててカカカカレレレレンンンンダダダダーーーー

ねっこねっこ  う ん ど うう ん ど う 会 開 催 ！会 開 催 ！
“冬のうんどう会！”

みんなで体を動かそう！！
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市民活動市民活動    サロンサロン市民活動市民活動    サロンサロン
守谷市民活動支援センター

市民活動  サロン
守谷市民活動支援センター守谷市民活動支援センター

●問合先　守谷市民活動支援センター　1646-3370
開館時間　午前９時～午後４時
休 館 日　日・月曜日、年末年始（左記以外の祝日は開館）

トウィンクルという名前の由来は「地域に手話
を学ぶ仲間が広がって欲しいなぁ」と、そんな想
いで集まった5～6人が肩を寄せ合い、晩秋の夜
空を見上げ“キラキラ”輝く星を見て『トウィンク
ル』と名付けました。
サークルは今年で創立14年目になり、現在の

会員数は20代から50代まで老若男女合わせて20
名ぐらいです。新会員を
募集中です。お気軽に見
学に来てください。よろ
しくお願いします。
○問合先
亀田　145－4948
＜活動目的＞
手話の学習だけでなく、聴障者と健聴者と共に

交流しながら、地域活動をとおしてお互いを助け
合い、仲間作りを目標にし、手話も覚えたいとい
うことです。
＜活動内容＞
1週目は、ろうの方のご指導で学習しています。

2週目と3週目は、手話を使ったグループごとの
学習会交流会を行っています。そのほか、年間行
事を計画して、ろうの方々と一緒に楽しくやって
います。
●日時 毎月第1～3水曜日　午後7時～9時
●会場 文化会館

私たちは、絵本や子どもの本、おはなしが大好
きです。子どもたちの心に残る本や、おはなしを
届けたいと、小学校や幼稚園、図書館などでおは
なし会を開いています。
子どもたちの笑顔や真剣なまなざしに出会える

のが、何よりの喜びであり励みです。興味のある
方は一緒に活動しませんか。一緒に活動してくだ
さる方を募集しています。
図書館のおはなし会や

定例会を、ぜひ見学に来
てください。いつでも大
歓迎です。
○問合先
玉川　148－7913
＜おはなし会＞
●日時 奇数月の第2土曜日　午前11時～

（次回は1月実施予定）
●会場 中央図書館「おはなしの部屋」
※毎月第2木曜日・第4金曜日に小学校2校、第2
木曜日に幼稚園でおはなし会を行うほか、保育
所・子育てサークル・学童保育などでもおはな
し会を開催
＜定例会・勉強会＞
●日時 毎月第4木曜日　午前9時30分～正午
●会場 中央公民館2階和室

平成14年の開設以来、総入館者が11月3日で4,000人に達しました。中央公民館に移転後、便利に
なったとの声も多く聞かれ、「ボランティア活動をやってみたい」と気軽に足を運ばれる方も増えてきま
した。
12月3日に開設4周年を迎えたセンターですが、今後ともボランティア活動の相談など、皆さんのご

来館をお待ちしています。

　 開設４周年を迎え開設４周年を迎え
総 入 館 者 数４総 入 館 者 数４ , ０００人を超えました！０００人を超えました！

ボランティア活動紹介

▲小学校でのおはなし会 ▲講師を招いての勉強会

〈新会員募集中〉
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日
本
で
は
、
お
正
月
は
家
族

と
一
緒
に
過
ご
す
祭
り
で
す
ね
。

そ
の
い
く
つ
か
の
習
慣
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
ク
リ
ス
マ
ス
祭
り

み
た
い
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
家
族
で
神
社
や
教
会
に
行

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

ド
イ
ツ
の
お
正
月
は
、
あ
ま

り
宗
教
的
な
意
味
が
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
普
通
に
、
大
晦

日
の
夜
に
た
く
さ
ん
の
友
達
と

大
き
な「
大
晦
日
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
し
て
祝
い
ま
す
。
今
回
は
、

ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
大
晦
日
パ

ー
テ
ィ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
午
後
７
時
　
集
合
、
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
開
始

最
初
の
乾
杯
。

●
午
後
８
時
　D

inner
for
one

と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
見
る

お
金
持
ち
の
お
ば
あ
さ
ん
と

執
事
の
、
お
か
し
な
イ
ギ
リ
ス

の
寸
劇
で
す
。
吹
き
替
え
は
英

語
な
の
に
、
セ
リ
フ
を
隅
か
ら

隅
ま
で
知
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
人

が
多
い
で
す
。
一
番
お
か
し
い

こ
と
は
、
こ
の
テ
レ
ビ
番
組
は

ド
イ
ツ
で
と
て
も
有
名
で
す
が
、

イ
ギ
リ
ス
人
は
こ
の
寸
劇
を
全

く
知
り
ま
せ
ん
。

●
午
後
９
時
〜
10
時
　
鉛
占
い

溶
か
し
た
鉛
を
水
の
中
に
入
れ
、
そ

の
形
で
運
勢
を
占
い
ま
す
。

●
午
後
11
時
59
分
50
秒
　
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン

大
き
な
声
で
最

後
の
10
秒
を
数
え
ま
す
。

●
午
前
０
時
〜
午
前
０
時
10
分

シ
ャ
ン
パ
ン

「
新
し
い
年
へ

乾
杯
」と
叫
び
、「
今
年
も
よ
ろ

し
く
」、「
素
晴
ら
し
い
年
に
な

る
よ
う
に
」
な
ど
と
祈
り
な
が

ら
乾
杯
し
ま
す
。

●
午
前
０
時
〜
２
時
ま
で
　
ロ

ケ
ッ
ト
・
小
臼
砲

し
ょ
う
き
ゅ
う
ほ
う

午
前
０
時

に
な
っ
た
ら
、
ド
イ
ツ
人
は
お

正
月
に
、
新
し
い
年
を
ロ
ケ
ッ

ト
と
小
臼
砲
で
迎
え
ま
す
。
で

も
、
い
っ
ぱ
い
シ
ャ
ン
パ
ン
を

飲
ん
だ
り
、
使
い
方
が
よ
く
分

か
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
、
お

正
月
の
夜
に
町
を
歩
き
回
る
こ

と
は
結
構
危
な
い
で
す
よ
。

●
午
前
２
時
〜
　
オ
ー
ペ
ン
エ

ン
ド

町
で
隣
の
人
た
ち
と
遊

ん
だ
り
、
ク
ラ
ブ
や
次
の
パ
ー

テ
ィ
ー
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。

●
１
月
１
日
の
午
後
　
友
達
と
二

日
酔
い
ブ
ラ
ン
チ

お
正
月
に

は
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
特

別
な
ブ
ラ
ン
チ
を
勧
め
ま
す
。

高
野
小
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
招

き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ

の
新
聞
で
船
員
の
帽
子
を
作
っ

た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
よ
！

か
わ
い
い
手
紙

も
あ
り
が
と
う
！

●
リ
ッ
ち
ゃ
ん
の
料
理
教
室

〜
冬
の
家
庭
料
理
〜

▼
日
時
１
１
月
24
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時
▼
会
場
１
高

野
公
民
館
▼
対
象
１
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
20
名
※
超
過
の

場
合
抽
選
▼
参
加
費
１
１
０
０

０
円
程
度
▼
申
込
期
限
１
１
月

12
日（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
活
動
支
援
Ｇ

内
線
１
３
３

家
庭
、
仕
事
、
子
育
て
、
介

護
…
。
私
た
ち
は
毎
日
や
る
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
で
も
、

人
生
の
ス
テ
ー
ジ
は
一
人
ひ
と

り
が
主
役
！

男
性
も
女
性

も
、
大
人
も
子
ど
も
、
ど
ん
な

に
忙
し
い
人
で
も
、
個
性
や
能

力
を
思
い
っ
き
り
発
揮
し
、
自

分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
作

曲
家
の
秦は

た

万
里
子

ま

り

こ

さ
ん
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
か
ら
見
過
ご
さ
れ

が
ち
な
テ
ー
マ
を
発
掘
し
、
笑

い
あ
り
涙
あ
り
の
歌
と
音
楽

で
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
お
き
の

『
元
気
の
素
』を
お
届
け
し
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
、
グ
ル
ー
プ

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
保
育
ル
ー
ム

を
設
け
ま
す
の
で
、
子
育
て
中

の
方
に
も
安
心
し
て
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時

１
月
28
日（
日
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

北
守
谷
公
民
館
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
　
先
着
１
０
０
名

▼
内
容

●

第
１
部
「
男
女

み
ん
な

が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
標
語
・

川
柳
」
表
彰
式

●

第
２
部
　
秦
万
里
子
コ
ン
サ

ー
ト「
愛
・
縁
・
喜
・
縁
コ

ン
サ
ー
ト
」

▼
申
込
方
法

１
月
23
日（
火
）ま

で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
又
は
窓
口
で
申
し
込
む

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

保
育
ル
ー
ム
希
望
の
有
無
を

明
記
。
保
育
ル
ー
ム
の
受
付

は
１
月
18
日（
木
）ま
で

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
男
女
共
同
参
画

Ｇ
　
内
線
１
３
２
・
１
３
３

6
45
―
６
５
２
６

kurashi@
city.m

oriya.ibaraki.jp

国際交流員
リッヒターさんの

MMMMOOOORRRRIIIIYYYYAAAA
滞滞滞滞在在在在記記記記

ドイツの大晦日

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M
M

M
M

M
M

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

参
加
者
募
集
！

「
ぱ
ー
と
な
ー
し
っ
ぷ
フ
ォ
ー
ラ
ム Ardante 

２
０
０
７ 

in 

も
り
や
」

〜『
元
気
の
素
』が
き
っ
と
見
つ
か
る
！
〜

あ
ん
だ
ん
て

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

高野小児童クラブ訪問（11月6日）



▼
内
容
１
大
山
新
田
、
北
守
谷
地
区
の
野

鳥
を
観
察
す
る
▼
日
時
１
１
月
14
日（
日
）

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
▼
集
合
場
所
１
北

守
谷
公
民
館
※
雨
天
の
場
合
、
公
民
館
内

で
講
義
▼
対
象
１
市
内
在
住
の
小
学
生
１

20
名
※
超
過
の
場
合
抽
選
。
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
▼
講
師
１
池
田
昇

い
け
だ
の
ぼ
る

先

生
▼
費
用
１
無
料
▼
持
ち
物
１
筆
記
用

具
、
防
寒
具
、
双
眼
鏡
※
お
持
ち
の
方
▼

申
込
方
法
１
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入

し
、
12
月
28
日（
木
）ま
で
に
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
１
北
守
谷
公
民
館
１
〒

３
０
２
―
０
１
０
１
１
守
谷
市
板
戸
井
１

９
７
７
―
２
１
1
47
―
０
１
１
１

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ト

ニ
ー
賞
２
部
門
獲
得
作
品
を
鑑
賞
し
ま
せ

ん
か
？

▼
日
時
１
１
月
23
日（
火
）午
前
９
時
30
分

中
央
公
民
館
集
合
、
午
後
６
時
帰
着
予
定

▼
会
場
１
東
京
都
千
代
田
区
１
日
生
劇
場

▼
公
演
名
１
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ス
ウ
ィ
ー

ニ
ー
・
ト
ッ
ド
」※
市
村

い
ち
む
ら

正
親

ま
さ
ち
か

・
大
竹
し

の
ぶ
他
出
演
▼
対
象
１
守
谷
小
学
校
及
び

黒
内
小
学
校
通
学
区
域
在
住
の
成
人
の
方

35
名
※
超
過
の
場
合
抽
選
。
定
員
に
満
た

な
い
場
合
、
他
区
域
の
参
加
可
▼
参
加
費

◎
守
谷
地
区
公
民
館

芸
術
文
化
学
習
会
　
参
加
者
募
集

◎
北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員
企
画
事
業

子
ど
も
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
教
室

９
０
０
０
円
※
入
場
料
、
高
速
代
、
駐
車

場
代
▼
交
通
手
段
１
市
大
型
バ
ス
▼
主
催

守
谷
地
区
公
民
館
▼
申
込
方
法
１
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
代
・
電
話
番

号
・
教
室
名
を
記
入
し
、
１
月
５
日（
金
）

ま
で
に
申
し
込
む
※
１
枚
で
２
名
ま
で
可

▼
申
込
・
問
合
先
１
市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
Ｇ
　
内
線
２
７
４

守
谷
城
址
公
園
や
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
愛
宕
・
本
町
地
区
遊
歩
道
）、
小
さ
な
鳥

の
資
料
館
な
ど
、
市
内
に
ま
だ
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
素
敵
な
自
然
観
察
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
冬
の
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
と
お
し
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
１
１
月
28
日（
日
）午
前
９
時
40
分

〜
午
後
１
時
30
分
※
午
前
９
時
30
分
保
健

セ
ン
タ
ー
集
合
。
雨
天
中
止
▼
場
所
１
守

谷
城
址
公
園
〜
守
谷
小
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

〜
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〜
小
さ
な
鳥
の
資

料
館
▼
対
象
１
守
谷
小
学
校
区
及
び
黒
内

小
学
校
区
域
在
住
の
方
25
名
※
超
過
の
場

合
抽
選
。
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
他
区

域
の
参
加
可
▼
講
師
１
池
田

い
け
だ

昇
の
ぼ
る

先
生
▼
参

加
費
１
無
料
▼
持
参
品
１
双
眼
鏡（
お
持

ち
の
方
）、
昼
食
▼
主
催
１
守
谷
地
区
公

民
館
▼
申
込
方
法
１
１
月
10
日（
水
）ま
で

に
、
電
話
又
は
窓
口
で
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
１
市
役
所
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
Ｇ
　
内
線
２
７
４

「
野
鳥
観
察
・
里
山
散
策
」教
室

▼
日
時
１
１
月
14
日（
日
）・
21
日（
日
）午

前
９
時
集
合
、
９
時
30
分
試
合
開
始
▼
会

場
１
常
総
運
動
公
園
総
合
体
育
館
▼
出
場

資
格
１
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
及
び
市
体
育
協
会
登
録

チ
ー
ム
で
、
審
判
及
び
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
が

可
能
な
チ
ー
ム
※
参
加
チ
ー
ム
は
、
１
月

５
日（
金
）午
後
７
時
か
ら
市
役
所
大
会
議

室
で
行
う
代
表
者
会
議
及
び
抽
選
会
に
必

ず
出
席
す
る
こ
と
▼
参
加
費
１
３
０
０
０

円
／
チ
ー
ム
※
代
表
者
会
議
で
徴
収
▼
主

催
１
市
教
育
委
員
会
、
市
体
育
協
会
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
▼
申
込
方
法
１
12
月

25
日（
月
）午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
又
は

窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
１
市
役
所
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
　
内
線
２
７
８

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
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公
民
館
な
ど
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
の

年
賀
状
展
で
す
。
心
温
ま
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

年
賀
状
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
１
１
月
10
日（
水
）〜
１
月
24
日

（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※
５
日
は
正

午
〜
、
24
日
は
正
午
ま
で
▼
会
場
１
中
央

公
民
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▼
出
品
団
体
１

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
葦あ

し

か
び
、
木
版
画
ク
ラ

ブ
、
守
谷
き
り
え
サ
ー
ク
ル
、
書
道
ク
ラ

ブ
、
松
篆

し
ょ
う
て
ん

研
究
会
、
硬
筆
サ
ー
ク
ル
、
硬

筆
サ
ー
ク
ル
若
草

▼
主
催
１
守
谷
市
年
賀
状
展
実
行
委
員
会

▼
問
合
先
１
岡
田
1
45
―
３
２
６
２

写
真
の
作
品
作
り
は
、
人
間
づ
く
り
。

自
分
の
美
を
求
め
る
旅
に
出
て
み
ま
せ
ん
か

▼
日
時
１
１
月
20
日（
土
）〜
７
月
21
日

（
土
）全
６
回
１
午
前
９
時
〜
正
午
▼
会
場

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
▼
費
用
１
無
料
※

フ
ィ
ル
ム
、
現
像
代
除
く
▼
対
象
１
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
20
名
※
超
過
の
場
合
抽

選
▼
講
師
１
高
野

た
か
の

経
将

の
ぶ
ゆ
き

先
生
▼
主
催
１
守

谷
市
文
化
協
会
写
真
部
▼
申
込
方
法
１
往

復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
代
・
電
話

番
号
・
講
座
名
を
記
入
し
、
12
月
26
日

（
火
）ま
で
に
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
１
市
役
所
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
Ｇ
　
内
線
２
７
３

文
化
協
会「
き
ま
ま
な
写
真
塾
」

２
０
０
７
　

年
賀
状
展

ご
来
場
く
だ
さ
い

444

じ
ょ
う
し



守谷記録■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
80ｍ走

年　　代 男 記　録 女 記　録
小学1年生～3年生 假屋園良太 13秒4 池之上さつき 13秒7

小学4年生～6年生 大山　　凌 11秒9 戸辺香奈実 12秒1

中学生～10歳代 和泉　達也 10秒3 斉藤　美幸 11秒2

20歳代 笠井　昭俊 11秒3 ― ―

30歳代 蛯原　　孝 10秒9 菅野美代子 12秒7

40歳代 石山　昭彦 11秒5 長沼美代子 14秒3

50歳代 吉田　　実 11秒5 松山　美法 13秒2

60歳代以上 小松崎国夫 12秒8 小島　佳子 16秒3

走り幅跳び
年　　代 男 記　録 女 記　録

小学1年生～3年生 村治　良一 2ｍ98 立石　美瑠 2ｍ79

小学4年生～6年生 大山　　凌 3ｍ97 戸辺香奈実 3ｍ15

中学生～10歳代 和泉　達也 5ｍ03 久米　史夏 4ｍ25

20歳代 笠井　昭俊 4ｍ50 永井　雅美 3ｍ04

30歳代 篠崎　秀樹 4ｍ59 菅野美代子 3ｍ32

40歳代 山谷　一志 4ｍ40 渡海　眞弓 3ｍ12

50歳代 井坂　定夫 3ｍ96 松山　美法 3ｍ41

60歳代以上 小松崎国夫 3ｍ55 小島　佳子 2ｍ62

ボールスロー
年　　代 男 記　録 女 記　録

小学1年生～3年生 松村　一樹 16ｍ80 相澤　菜月 14ｍ60

小学4年生～6年生 原田　寛己 35ｍ40 太田　美里 19ｍ10

中学生～10歳代 高梨　朋哉 49ｍ20 植田　美生 27ｍ10

20歳代 芦澤　　享 27ｍ10 永井　雅美 22ｍ70

30歳代 山口　　一 40ｍ50 星野さおり 24ｍ30

40歳代 村治　一明 35ｍ10 岩本　　恵 20ｍ80

50歳代 下田　由明 33ｍ70 松山　美法 22ｍ70

60歳代以上 中川路幸一 26ｍ10 小島　佳子 18ｍ90

※青字は今回新たに記録を達成された方
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
RRRRRRR
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は
、
別
途
制
限
あ
り

▼
使
用
団
体
代
表
者
会
議

１

月
９
日（
火
）午
後
７
時
〜
中

央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
代
表
者
は
必
ず
出
席
の
こ
と

（
代
理
者
の
出
席
可
）

▼
申
込
方
法

使
用
申
請
書

（
申
込
書
は
申
込
先
に
用
意
）、

使
用
者
登
録
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
申
し
込
む

▼
そ
の
他

①
使
用
希
望
日
が

重
複
し
た
場
合
は
生
涯
学
習

課
で
調
整
し
ま
す
②
平
成
19

年
度
か
ら
施
設
使
用
有
料
化

が
実
施
さ
れ
た
場
合
は
４
月

に
本
申
請
手
続
き
が
必
要

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
　
内

線
２
７
８

平
成
19
年
度
前
期（
４
月
１
日

〜
９
月
30
日
）学
校
体
育
施
設
使

用
の
仮
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

12
月
11
日（
月
）

〜
22
日（
金
）午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▼
開
放
施
設

体
育
館（
市
内
小

中
学
校
）、
格
技
場（
守
谷
中
学
校
、

愛
宕
中
学
校
、
け
や
き
台
中
学

校
）、
卓
球
場（
守
谷
中
学
校
）、

グ
ラ
ウ
ン
ド（
市
内
小
学
校
）

▼
使
用
資
格

①
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
10
名
以
上

で
構
成
さ
れ
、
か
つ
当
該
団

体
の
監
督
者
と
し
て
成
人
者

が
含
ま
れ
て
い
る
団
体

②
小
中
学
生
の
団
体
又
は
高

校
生
の
み
の
使
用
に
つ
い
て

運
動
の
原
点
で
あ
る「
走
る
」、「
跳
ぶ
」、「
投
げ
る
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
時
点
で

の
最
高
記
録
者
は
左
記
の
と
お
り
で
、
こ
の
記
録
を
守
谷
市
の
記
録
と
し
て
認
定
し
ま
す（
10
月
22
日
、

常
総
運
動
公
園
）。

生 習コーナー涯学

●
体
育
施
設
開
放
時
間

曜
　
日

施
　
設

開
放
時
間

小
学
校

体
育
館

月
〜
金

中
学
校

格
技
場

午
後
７
時
〜
10
時

中
学
校

卓
球
場

小
学
校

体
育
館

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

土
・
日

中
学
校

体
育
館

中
学
校

格
技
場

午
後
７
時
〜
10
時

中
学
校

卓
球
場

※
郷
州
小
学
校
は
午
後
９
時
ま
で

「
目
指
せ
！
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」最
高
記
録
者
報
告

「
目
指
せ
！
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」最
高
記
録
者
報
告
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▼中央公民館と市役所中庭を会場に、10月30日～11月26日まで第30回芸術祭が開催され、大勢の参
加者が、日ごろの文化活動の成果を披露しました。期間中は、菊花展・美術展・生花展・お茶会・若
い芽のコンサート・芸能祭が行われ、たくさんの来場者を魅了しました。

世界にはばたけ「若い芽のコンサート」 伝統芸能を伝えていこう。芸能祭

手塩にかけて育てた菊の展示 見ごたえのあった美術展

美を競った生花展 和の心を味わった。お茶会

ふふふふれれれれああああいいいい体体体体験験験験教教教教室室室室
北北北北守守守守谷谷谷谷公公公公民民民民館館館館
教室名

絵手紙
10:00
～12:00

美術工芸室 絵手紙さくら なし

なし

書道道具

なし

15:30
～18:30

美術工芸室 キッズアート

1/16（火）、2/ 6（火）

1/ 9（火）、2/ 6（火）
お絵かき、
工作など

13:30
～16:30

会議室2
北守谷書道
クラブ

1/12（金）、1/26（金）毛筆（漢字、カナ）

13:00
～17:00

和　室 茶友会えん1/20（土）表千家　茶道

実施日 時　間 部　屋 実施サークル名 持参品

s対　　象 市内在住の方 s申込方法 窓口又は電話で申し込む
s参 加 費 無料（材料費のみ） s申込・問合先 北守谷公民館　147－0111
s申込締切り 12／28（木）

あなたも何か新しいことにチャレンジして
みませんか。皆さん、お待ちしています。

当日参加可体験者募集中！
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境
内

け
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公民館・もりや学びの里利用のご案内

項　目

開館時間

休 館 日

使用許可
申請受付

内　　　　　容

午前9時～午後9時（公民館は、午後5
時以降使用予定のない日は、午後5
時閉館。学びの里は、午後7時以降
使用予定のない日は、午後7時閉館。）

公民館は、毎月第3月曜日。学びの里は、毎週
月曜日。両館とも年末年始（12月28日から1月4
日）。そのほか臨時休館する場合があります。

公民館各部屋･･･使用日の2か月前か
ら当日まで※午後5時以降のご利用
は、2日前（土・日曜日、祝日、休館
日にあたる場合は、直前の業務日）
までに使用許可を受けてください
中央公民館ホール･･･市内団体は、使
用日の4か月前からできますので、
申請は、お早めにお願します
学びの里各部屋･･･使用日の2か月前
からで、当日受付は、平日のみ。
土・日・祝日及び午後7時以降のご
利用は3日前、宿泊でのご利用は5日
前までに使用許可を受けてください

公民館の
図 書 室
休 室 日

毎週月曜日以外に、12月は、28日か
ら31日休室｡1月は、1日から4日・31
日が休室となります

項　目

公民館の
図 書 室
開室時間

内　　　　　容

午前9時30分～午後4時30分

●学びの里は、月曜日が祝日にあたる場合は開館し、翌

日を休館日とします。

●学びの里バーベキュー施設の利用は、午後8時30分までです

●郷州・高野・北守谷公民館では、月曜日から金曜日の

午前8時30分～午後5時まで、諸証明の発行を行って

います（第3月曜日及び祝日は除く）。

※中央公民館　148-6731 仮予約専用48-6732

※郷州公民館　148-6711 仮予約専用48-6724

※高野公民館　145-5411 仮予約専用45-5419

※北守谷公民館　147-0111 仮予約専用48-2606

注）各公民館の電話による仮予約は登録団体のみ可能

※もりや学びの里　148-0525（利用受付：市役所く

らしの支援課　145-1111 内線134）
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関東つくば銀行
守谷支店

※詳しくは、各館に備え付けの新着資料リストをご覧ください。図書館のホームページからもご覧になれます

書　名 著者名 出版社 所蔵館 ジャンル
薄闇シルエット 角田　光代 角川書店 図 小説
日本の論点2007 文芸春秋／編 文芸春秋 図 社会
子供たちはなぜ親を殺すのか？ 二神　能基 東洋経済新報社 郷 青少年問題
もの忘れ・ど忘れを防ぐ100のコツ 主婦の友社／編 主婦の友社 北 健脳法
図解わかる交通事故の損害賠償 堀　哲郎、ほか 新星出版社 北 交通

所蔵館の説明　図：中央図書館　郷：郷州公民館　北：北守谷公民館

休 館 日 毎週月曜日、12/28（木）～1/4（木）、1/31（水）
開館時間 中央図書館　　　午前10時～午後6時

（※木曜日は午後1時～6時）
各公民館図書室　午前9時30分～午後4時30分

新しく入った本

12・1
月

資料の検索は、ホームページから（パスワード登録で予約も可能）
パソコン http://www.lib.moriya.ibaraki.jp 携帯電話 http://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp

としょかんへいこう！
中央図書館
守谷市大柏937-2
1４５－１０００
6４５－７５００

11月の児童テーマ棚
「ねる　おきる」

「日経テレコン21」は、インターネットで提
供する日本最大級のニュース＆データサービス
です。本来は有料会員制の商用データベースで
すが、当館では日経限定メニュー版を無料で利
用することができます。新聞記事・企業情報・
人事情報・マーケット情報などを調べて、ビジ
ネスや勉強に活用しましょう。
詳しくは、中央図書館3階カウンターでお尋

ねください。

※図書館利用カードを持参すれば、館内の所定
の席で、自由に検索できます（市内在住・在
勤・在学者限定、人数・時間制限あり）
※3階カウンターでの代行検索や許諾制限内で
のプリントアウト（有料）も実施しています

皆さんからの購入希望を中心とした約100点
のCDを購入しました。詳しくは、館内の「新着
資料リスト」やホームページをご覧ください。

資料が棚に見当たらないときは？
新しく入った資料は、返却されてもすぐに他

の方が借りていってしまうことが良くありま
す。市内在住・在勤・在学の方は、予約サービ
スをご利用ください。

調べものをするときの強い味方
「日経テレコン21（限定メニュー版）」 図書館に新しいCDが入りました

日経テレコン21メニュー概要
ニュース…日経速報、プレリリースデータベース
記事検索…日経四誌（日経・産業・流通・金融）の

全文検索、PDFによる記事イメージ
出力可能

企業検索…企業情報（日経会社プロフィル）、企業決算
人事検索…人事情報（日経WHO'S WHO）、人事記事
マクロ＆マーケット…概況、指数・債券・為替、

マクロ経済統計、地域経済統計
ＰＯＳ情報…売れ筋商品ランキング

『ヒロシマ　ナガサキ　私たちは忘れない』（全9巻）
『チャイコフスキー：交響曲第6番「悲愴」』
『ドヴォルザーク：交響曲第7番・第9番／レヴァイン』
『モーツァルト：序曲集／アーノンクール』
『ミュージック・マン・シップ／コブクロ』
『ホライズン／レミオロメン』
『ザ・ベスト・オブ・ザ・コアーズ』
『ケルティック・ウーマン』
『母と子のモーツァルト』
『「仮面ライダーカブト」オリジナル・サウンドトラック』
『ＮＨＫ　ユー・ガッタ・クインテット～アラカルト』

おはなし会：中央図書館「おはなしのへや」
12月 9日（土）11:00～11:30
12月23日（土）11:00～11:30
1 月13日（土）11:00～11:30
12月のテーマ棚：「クリスマス」

中央公民館図書室は、
1月7日（日）に

成人式典開催のため
臨時休室します。



読書の秋、中央図書館
では図書館まつりが開催
されました。
子どもたちに絵本を読

み聞かせする「おはなし会」
や、手袋を使った人形作
り講習会、不用になった
本や雑誌を配るリサイク
ルブックフェアなど、さ
まざまなイベントが催さ
れ、たくさんの親子連れ
などで賑

にぎ

わいました。

暴力追放都市宣言守谷市民大会が、中央公民館
で開催されました。暴力団の実態をテーマとした
講演会やビデオ上映、そして「暴力排除の確固たる
信念のもとに一致団結」する決議文が採択されまし
た。対策のポイントは「恐れない　金を渡さない
利用しない」。一人で悩まず相談しましょう！
●相談先 暴力追放推進センター　1029-228-0893

みずき野のさくらの杜公園は、夜間になると生い茂っ
た樹木が街灯の光を遮るなど、防犯上問題がありました。
そこで、安全・安心な公園を作るため、みずき野

町内会と市が協働し、樹木の間伐・剪定・搬出処分
作業を実施。公園は、市民の憩いの場としてよみが
えりました。
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地域が一体となって、暴力のないまちへ
暴力追放都市宣言守谷市民大会（11/11）

市 民の手で憩いの公園づくり
公園樹木間伐・剪定

せんてい

“協働”作業（11/18）

読 書の秋を楽しもう！
図書館まつり（11/3～12）

Moriya Photo News



県が実施する「マナーアップ運動」の一環とし
て、市内小中学校では「あいさつ・声かけ運動」を
行っています。
守谷中学校では、生徒会を中心とした約20名

の生徒たちが、守谷駅前で「おはようございま
す！」と、元気にあいさつ運動を行いました。

人との「出会い」「ふれあい」をテーマに、まつや
ま保育園で、ねっこフリーマーケットが開催され
ました。
会場には、子ども服やおもちゃ、生活用品など

が並べられた16ブースが軒を連ね、来場者は掘り
出し物を探しながら、買い物を楽しんでいました。

男の家庭料理教室が、北守谷公民館で開催され、
12名が3品の料理作りに挑戦しました。
今回は「すみつかれ（郷土料理）」、「茶碗蒸し」、

「りんごのコンポート」といったシンプルな食材を
使った家庭料理。参加者は、慣れない調理に戸惑
いながらも、完成した料理に満足していました。

子育てサークル「すまいるKids」では、チャイル
ドシートの重要性を広く知ってもらおうと、市役
所で講習会を開催しました。
6歳未満のお子さんは、チャイルドシートの着

用が義務付けられています。正しく装着して、大
切な命を守りましょう。
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●まちの話題を写真記事でお届けします

掘り出し物は見つかったかな？
ねっこフリーマーケット（11/15）

キ ッチンに立ってみよう！
男の家庭料理教室（11/15）

大 切な命を守るために…
チャイルドシートの正しい取付け方講習会（11/15）

元 気なあいさつでマナーアップ！
守谷中学校「あいさつ・声かけ運動」（11/13）
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みんなのひろば

10月27日、東
京明治座で6日
本食品衛生協会
全国大会が開催
され、市内のニュ
ー玉屋さん（代表
佐藤
さと う

真弓
ま ゆ み

さん・右
写真）が、優良施
設の部で厚生労働大臣賞を受賞し
ました。
これは、食品の取扱い及び施設

が他の施設の模範となる施設に対
して表彰されるものです。おめで
とうございます。

――――全全全全国国国国大大大大会会会会出出出出場場場場者者者者紹紹紹紹介介介介――――

藤丸
ふじまる

晶子
しょうこ

さん
（松前台７）

岩田
い わ た

和加奈
わ か な

さん
（松前台７）

第19回全国スポーツ・レクリエーション祭
トランポリン競技

守谷トランポリンクラブ

藤井
ふ じ い

直世
な お よ

さん
（久保ケ丘４）

第61回国民体育大会

バスケットボール 剣道

聖徳高校

中川
なかがわ

聡美
さ と み

さん
（久保ケ丘１）

土浦日大高校

堀越
ほりこし

健太
け ん た

さん
（土塔本町）

第14回日・韓・中ジュニア
交流競技会（ハンドボール）

藤代紫水高校

加藤
か と う

秀和
ひでかず

さん
（けやき台３）

第29回全国JOCジュニアオリンピック
カップ夏季水泳競技大会

守谷インターナショナルスイミング

吉原
よしはら

悠
ゆう

さん
（みずき野１）

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国

及
び
国
際
大
会
に
出
場
す
る
方

や
、
全
国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル

な
ど
で
上
位
の
成
績
を
修
め
た

方
に
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

申
請
用
紙
は
市
役
所
生
涯
学

習
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、

又
は
市
体
育
協
会
・
文
化
協

会
に
登
録
し
て
い
る
ア
マ
チ

ュ
ア
の
方

▼
奨
励
金
額

１
名
に
つ
き
１
万
円

※
国
際
大
会
は
別
に
定
め
る

▼
問
合
先

市
役
所
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
Ｇ

内
線
２
７
７
・
２
７
８

こ
の
奨
励
金
交
付
に
該
当
す

る
方
は
、
広
報
も
り
や
で
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
生
涯
学
習
課
へ
奨

励
金
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
全
国
大
会
出
場
者
の
方
は
、

広
報
も
り
や
で
紹
介
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を

奨
励
し
ま
す

●
問
合
先
　
竜
ヶ
崎
税
務
署
総
務
課

1
０
２
９
７
―
66
―
１
３
０
３

日本食品衛生協会
厚生労働大臣賞受賞

●
茨
城
県
租
税
教
育
推
進
協
議

会
長
賞
【
中
学
生
の
標
語
】

『
税
金
で

世
代
を
継
ぐ
　
夢
・
希
望
』

●
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞
【
中
学
生
の
作
文
】

『
良
い
街
づ
く
り
の
か
け
は
し
』

竜
ヶ
崎
税
務
署
な
ど
が
主
催
す
る「
中
学
生
の
標
語
・
作
文
」の
表

彰
式
が
、
11
月
14
日
に
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ホ
ー
ル
下
平（
龍
ケ
崎
市
）行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
は
、
市
内
の
中
学
生
２
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
・
作
文
入
賞
者
紹
介

加藤
か と う

野々花
の の か

さん
（御所ケ丘中３年）

白浜
しらはま

京香
きょうか

さん
（御所ケ丘中１年）
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越
後
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
部
、

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
か
ら
山
道
を
約
20

分
も
走
る
と
、
山
と
緑
に
囲
ま

れ
た
小
さ
な
町
に
出
る
。
こ
こ

が
私
の
故
郷
、
新
潟
県
栃
尾
市

（
現
・
長
岡
市
）で
あ
る
。

町
の
は
ず
れ
に
は
、
戦
国
の

名
将
・
上
杉
謙
信
が「
長
尾
景

虎
」を
名
乗
っ
て
い
た
幼
少
時

代
の
根
城
で
あ
る
栃
尾
城
址
が

あ
り
、
今
で
も「
城
山
」と
呼
ば

れ
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
。
昔
の
こ
と
に
な
る
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
天
と
地
」

で
栃
尾
が
紹
介
さ
れ
、
大
勢
の

観
光
客
が
押
し
寄
せ
た
こ
と

も
、
今
は
懐
か
し
い
。

こ
の
よ
う
な
故
郷
も
、
２
年

前
に
は
集
中
豪
雨
で
打
ち
の
め

さ
れ
、
傷
が
癒い

え
な
い
間
に
あ

の
中
越
地
震
に
襲
わ
れ
、
更
に

追
い
討
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う

に
、
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
と
い

う
三
重
苦
に
遭
遇
し
た
。
昨
年
、

久
し
ぶ
り
に
帰
郷
し
た
が
、
道

路
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
崩
れ
落

ち
、
波
打
っ
て
い
る
。
四
方
の

山
々
も
あ
ち
こ
ち
で
山
肌
を
剥む

き
出
し
に
し
て
い
る
。

こ
ん
な
町
に
も
、
他
に
は
負

け
な
い
も
の
の
一
つ
や
二
つ
は

あ
る
。
雪
と
米
と
油
揚
げ
。

【
そ
の
①
】
新
潟
県
で
も
有
数

の
豪
雪
地
帯
。
一
晩
に
１
ｍ
以

上
積
も
り
、
２
階
建
て
の
家
が

す
っ
ぽ
り
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た

昭
和
38
年
の
豪
雪
は
、
今
も
な

お
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

【
そ
の
②
】
雪
解
け
の
き
れ
い

な
水
を
吸
い
込
ん
だ
肥
沃

ひ
よ
く

な
棚

田
か
ら
と
れ
る
お
米
は
、「
魚

沼
産
こ
し
ひ
か
り
」よ
り
、
美お

味い

し
い
と
言
わ
れ
、
ま
さ
に
日

本
一
の
お
米
と
自
負
し
て
い
る
。

【
そ
の
③
】
最
後
は
油
揚
げ
。

一
言
で
言
え
ば「
油
揚
げ
の
お

化
け
」。
普
通
の
何
倍
も
あ
る

ビ
ッ
グ
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
た
だ

大
き
い
だ
け
で
な
く
味
も
最
高
。

お
勧
め
は
揚
げ
た
て
熱
々
を
、

店
先
で
醤
油
を
か
け
て
食
べ
る

方
法
。
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
あ
れ
。

ち
っ
ぽ
け
な
山
あ
い
の
町
で

は
あ
る
が
、
と
き
ど
き
妙
に
懐

か
し
く
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る

…
歳
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

♪
お
友
達

最
近
と
っ
て
も
仲
良
し
な
２
人

♪
元
気
い
っ
ぱ
い
！

外
遊
び
が
大
好
き
！

♪
何
？

お
昼
寝
中
の
寝
顔
を
撮
ろ
う
と

し
た
ら
、「
何
？
」と
カ
ワ
イ
イ

顔
で
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

♪
お
す
ま
し
〜

お
気
に
入
り
の
帽
子
で
お
す
ま
し

♪
ど
っ
ち
が
大
き
い
？

で
っ
か
い
大
根
と
れ
ま
し
た
！

♪
僕
は
宇
宙
犬
だ
ぞ
！

食
い
し
ん
坊
で
内
弁
慶
の
家
の

ロ
コ
で
す
。
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み

P.N
白くまさん
（原）

P.N
ドラムカンさん
（みずき野６）

P.N
こはママさん
（ひがし野３）

P.N
寅さん
（原）

P.N
ままなつさん
（愛宕）

P.N
ほなちゃんさん
（岩町）

ふるさと自慢 雪と米と油揚げが自慢！新潟県栃尾市

リレーインタビューリレーインタビューリレーインタビュー

新
潟
県

日本海

栃尾市
●

（現・長岡市）

写
真
メ
ー
ル
で
送
っ
て
ネ
！

投投投投
稿稿稿稿
ひひひひ
ろろろろ
ばばばば

h
ttp
://m
obile.city.m

oriya.ibaraki.jp
/h
iroba/

小出
こいで

守護
しゅ ご

さん
（松ケ丘２）

市
役
所
携
帯
電
話
サ
イ
ト「
モ
バ
イ
ル
も
り
や
！
」

の「
投
稿
ひ
ろ
ば
」か
ら
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
秘
書
課（
内
線
３
２
３
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投稿しよう



守 谷 市 役 所
〒302-0198 守谷市大柏950-1

10297-45-1111（代表）
http://www.city.moriya.ibaraki.jp
発行者　守谷市長　会 田　真 一
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※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

２
０
０
６
年
12
月
10
日
発
行
　
広
報
も
り
や
第
５
１
０
号

12月の納期

●固定資産税・都市計画税 …３期
●国民健康保険税 ……………７期
●介護保険料 …………………５期

粗大ごみ収集日

1月のし尿収集日

モバイル！もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

◆主な内容◆
・もりやチャリナビ
・ポケット防災ガイド
・図書館蔵書検索
・市内バス時刻表
・鉄道時刻表
・スポーツ施設予約

休日・夜間緊急診療所
取手医師会病院（小児科除く）

10297－78－6111
取手協同病院（小児科：水曜除く）

10297－74－5551
総合守谷第一病院（小児科：水曜）

145－5111

人口と世帯数
平成18年11月25日現在

前月比

世　帯　19,717戸（＋053戸）

人　口　56,088人（＋103人）

男 28,405人（＋070人）

女 27,683人（＋033人）

昨年同月人口 53,880人

日
9 10 11
15 16 17
19 22 23
24 25 ―
26 29 ―
30 31 ―

大井沢地区
大野地区
高野、乙子、南守谷地区
原、原本町、北園
小山、奥山新田、奥山本田、
辰新田、同地、赤法花

区　分

申 込 日
12/18～12/22
 1 / 9 ～ 1 /12
 1 /22～ 1 /26

 1 /10
 1 /24
 2 / 7 

収 集 日

食食食食育育育育だだだだよよよよりりりり Vol.5

考えてみましょう！「食」のこと

担当　保健センター・学校給食センター・児童福祉課

幼児期の「食育」は一生の宝物　～パート１～

簡単朝食レシピ納豆トーストとりんごトースト

「早寝・早起き・朝ごはん！」皆さんは実施していますか？
幼児期は体の成長のみならず心の成長が著しい時期です。見たもの
（視覚）、聴いたもの（聴覚）、触れたもの（触覚）、味わったもの（味覚）、
嗅
か

いだもの（嗅覚）すべてを吸収して、豊かな情緒が育まれる時期で
もあります。この吸収が著しい時期に、「早く寝る⇒早く起きる⇒朝
ごはんを食べる」という習慣をぜひ身に付けてほしいものです。
★早く寝ることで睡眠時間をたっぷりとることができます。「寝る子
は育つ」ということわざのとおり、成長ホルモンが活発になり、体
の成長を促進します。
★早く寝ると、早く起きることができます。早く起きれば、朝食を
食べる時間ができ、朝食をとることで脳に栄養が届き、集中力や
思考力を向上させます。また、心地よい排便を促し、体のサイク
ルも整えます。早く起きれば新聞を取ってくるなど、ちょっとし
たお手伝いもでき、責任感や協調性も育まれます。
★朝食を家族で一緒に囲むことで会話が増えます。その会話をとお
して、「人と人とのコミュニケーション」を学び、また、あいさつ
やマナーを教える絶好の場となります。
よいことがいっぱいの「早寝・早起き・朝ごはん！」。三つ子の魂百ま

でも･･･という言葉があるように、小さいうちの習慣は一生忘れないも
のです。この習慣を幼児期から身に付け、生涯にわたり心身が健康で幸
せに過ごせるよう、大人が見本となって示していきましょう。


